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はしがき

物質生産プロセスの省エネノレギー化や環境負荷の低減を目指し、

生物反応を物質生産プロセスへ導入する試みがなされている。様々

な生産プロセスが設計されるなか、生物反応においても既成の枠を

超えた新規な物質変換系の発見、さらにはその実用性の評価が強く

求められている。本研究ではこれらの社会的要請に応えるべく、申

請者が微生物に独自に見いだした新規環状アミド代謝系、すなわち

環状ウレイド代謝系および環状イミド代謝系を利用した新規有用物

質生産プロセスの開発を目指した。具体的には、①環状イミド代謝

系を利用した有用有機酸(ヒ。ルピン酸)生産、②環状ウレイド代謝

系酵素を利用したαJ四異性アミノ酸の立体選択的生産、③環状イ

ミド代謝系初発酵素イミダーゼによる有用ハーフアミド生産、④環

状アミド加水分解酵素を利用した αーメルカプト酸生産を試み、所期

の目的を達成したので本報告書を作成した。
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